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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、貸出金利息の減少

を主因に、前年同期比12百万円減少し110億4百万円となりました。また、経常費用は国債等債

券売却損や貸倒償却引当費用の増加を主因に、前年同期比15億53百万円増加し102億46百万円

となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比15億66百万円減少し7億57百万円となり、親会社株主に帰属

する四半期純利益は前年同期比8億51百万円減少し6億72百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の連結財政状態につきましては、総資産は前連結会計年度末比

633億円増加し2兆7,365億円、純資産は前連結会計年度末比4億円増加し1,287億円となりました。 

主要勘定につきましては、貸出金は、事業性貸出金、地方公共団体向け貸出金及び消費者ロ

ーンがいずれも増加したことから、前連結会計年度末比153億円増加し１兆6,331億円となりま

した。譲渡性預金を含めた預金等は、法人預金、個人預金及び公金預金がいずれも増加したこ

とから、前連結会計年度末比740億円増加し2兆3,981億円となりました。また、有価証券は、前

連結会計年度末比263億円減少し5,827億円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

2019年3月期の第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、2018年5月11日

公表の予想数値から変更ありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の処理 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ

ることにより算定しております。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報

（１） 2019年3月期第1四半期　損益の状況（単体）

○

○

○

(単位：百万円)

（注） １.記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

２.コア業務純益 ＝ 業務純益(一般貸倒引当金繰入額) － 債券関係損益

1,700     

1,300     

151       △ 13     △ 164    

328       -         △ 328    

2,244     578       △ 1,666  

807       △ 12     △ 820    

1,436     591       △ 845    

2019年3月期

累計期間業績予想

（6か月間）

493       410       △ 83     

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

税 金

コ ア 業 務 純 益 （ 注 2 ）

第1四半期

（3か月間）

第1四半期

（3か月間）

第2四半期

△ 331    

（Ｂ)－(Ａ）

857       

9,015     8,906     △ 109    

6,767     

14,600    

△ 298    

△ 193    

2,749     2,762     13        

2,261     2,137     △ 123    

経 常 収 益

前年同期比

505       106       △ 399    

資 金 利 益

576       674       97        

業 務 粗 利 益

5,684     5,461     △ 222    

（ う ち 債 券 関 係 損 益 ）

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

2018年3月期 2019年3月期

（Ａ） （Ｂ）

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

人 件 費

物 件 費

△ 32     825       

-         68        68        

930       1,262     

5,311     

105       

△ 525    6,242     

5,504     

404       

② う ち 不 良 債 権 処 理 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

809       

△ 1,102  

836       

△ 271    

27        

831       

1,262     862       △ 399    

( 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ① ＋ ② )

③ う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

302       115       △ 186    

特 別 損 益

④ う ち 償 却 債 権 取 立 益

⑤うち偶発損失引当金戻入益

四 半 期 ( 中 間 ) 純 利 益

△ 9      

66        182       115       

経 常 利 益

う ち 株 式 関 係 損 益

2,093     591       △ 1,501  

904       27        877       

9         -         

税 引 前 四 半 期 純 利 益

与信関係費用①＋②－③－④－⑤ 1,401     788       

当第1四半期のコア業務純益は、貸出金利息の減少を主因に、前年同期比32百万円減少し、8
億25百万円となりました。

経常利益は、コア業務純益の減少要因に加えて、与信関係費用が増加したことにより、前年
同期比15億1百万円減少となり、5億91百万円となりました。

四半期純利益は、税金費用が減少したものの、経常利益の減少要因が大きく、前年同期比8
億45百万円減少し、5億91百万円となりました。

法 人 税 等 合 計

△ 612    
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（２）金融再生法開示債権　(単体)

○ 金融再生法開示債権は、2018年3月末比14億円減少して261億円となりました。

また、総与信に占める割合は、2018年3月末比0.11ポイント改善して1.57%となりました。

(単位：億円)

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（３）時価のある有価証券の評価差額（単体）

○

評価差額　(単体) (単位：億円)

(注) 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）自己資本比率（国内基準）

○

48        △ 3      

△ 1      8         

時価のある有価証券の評価差額は、2018年3月末比3億円増加して190億円の評価差額となり
ました。

2018年6月末の自己資本比率（国内基準）については現在算出中であり、確定次第、別途開
示する予定であります。

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

190       3         

1.68%     

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末

（Ａ）

52        

増減

△ 2      

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

合　　　　　計 △ 14     

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末

（Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

276       

株 式

債 券

そ の 他

総 与 信 に 占 め る 割 合

△ 10     

△ 0.11%  

有 価 証 券 計 187       

145       

△ 2      

△ 16     

3         

1.57%     

261       

0         

55        

217       201       

59        

3         

143       
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（５）預金、貸出金等の状況　(単体)

○

○

○

（注）記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

①預金等・貸出金の残高 (末残) (単位：億円)

②個人・法人別預金残高 (末残) (単位：億円)

③預り資産残高 (末残)　 (単位：億円)

④消費者ローン残高 (末残)　 (単位：億円)

⑤中小企業等貸出金残高 (末残)・比率　 (単位：億円)

中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

中 小 企 業 等 貸 出 金 残 高

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末

△ 33       

5,052       

4,779       

272         

9,874       

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

消 費 者 ロ ー ン 残 高

住 宅 ロ ー ン 残 高

そ の 他 ロ ー ン 残 高

24          

19          

5           

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末 増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末 増減

（Ａ）

増減

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

預金と譲渡性預金の合計額は、個人預金、法人預金ともに順調に推移したことから、2018年3
月末比750億円増加し、2兆4,088億円となりました。

974         

△ 4        

329         

505         

244         

（Ｂ） （Ｂ)－(Ａ）

2018 年 3 月 末 2018 年 6 月 末 増減

（Ａ） （Ｂ）

個 人

法 人

貸出金は、事業性貸出金、地方公共団体向け貸出金及び消費者ローンがいずれも増加したこと
から、2018年3月末比152億円増加し、1兆6,440億円となりました。

預り資産につきましては、公共債（国債等）は2018年3月末比6億円減少して329億円となり、
また、投資信託は2018年3月末比4億円減少して579億円となりました。

譲 渡 性 預 金

預 金 ＋ 譲 渡 性 預 金

個 人 年 金 保 険 12          

投 資 信 託

公 共 債 ( 国 債 等 )

（Ｂ)－(Ａ）

579         

24,088      

16,440      

22,698      

15,553      

750         

預 金

預 金 合 計

貸 出 金 152         

505         

343         

161         

△ 6        

60.06%      △ 0.76%    

22,193      

1,144       

23,338      

16,288      

22,193      

15,209      

6,984       

335         

583         

962         

5,027       

4,760       

266         

9,907       

60.82%      

22,698      

1,389       

7,145       
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